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  え

がおナビ「成人式おめでとう！」

議
会

ナビ「本年もどうぞよろしくお願い申し上げ
ま

す
」

   
   

ク
イ

ズ
de

よこぜ「ここはどこでしょう？」こたえは
裏

表
紙

ま
ち

風
景ナビ「氷柱・うまくできたんだけどなあ

…
。」

謹賀新年

丑



本年もよろしくお願いします。

議会事務局
小泉　智事務局長

議会事務局
平　匡史 書記
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新
議 会 か ら 町 民 の 皆 様 へ

年のごあいさつ2021
新しい生活の中で

議 長　内
な い と う

藤 純
す み お

夫
新年明けましておめでとうございま
す。経験したことのないお正月を迎
えたことと存じます。
不自由な生活を強いられるこのコロナ禍の中、議会は、 横
瀬町民皆様の安心•安全な生活を守るため、 「最善の策を
•最速で決定し•実施する」ように議会議員一致団結し、 
突き進んでまいります。
新型コロナウイルスに負けず、 明るく•実りの多い年にな
りますようご祈念申し上げ、 ご挨拶といたします。

よりよい横瀬町のために

副議長 阿
あ さ み

左美健
け ん じ

司
謹賀新年。町民の皆様には新春
を健やかにお迎えのこととお慶
び申し上げます。丑年には、先を急がず目前のこ
とを着実に進めることが大事だとされているそうで
す。横瀬町の課題にじっくり取り組み、一つでも多
く解決できるよう議長と協力し、円滑な議会運営を
目指していきます。新しい年が皆様にとって良い年
となりますよう心より祈念致します。本年もよろし
くお願い申し上げます。

黒
くろさわかつひさ

澤克久
コロナ終息後を見
据えて、次世代の
ために提案・行動
し、後進育成に力
を入れて地域の活性化に努めます。

謹賀新年！
呑牛之気！コロ
ナに負けず頑張
りましょう！
絆だけは密でありますように！

向
むかいよしふみ

井芳文

今年は丑年。
先を急がず一歩
一歩着実に、時
にはモ

●

ー
●

烈に物
事を進めていきたいと思います。

新
あ ら い こ じ ろ う

井鼓次郎

謹賀新春
本年も公正・公
平を信条として
真剣勝負で頑
張ります。

小
こいずみ

泉初
は つ お

男
謹賀新年。“コ
ロナ禍に牛歩ふ
みだす第一歩 ”
本年も町の発展
と町民の幸福を目指します。

若
わかばやしそういちろう

林想一郞

いのちとくらしを
守るため全力で
奮闘します。
支え合い、助け
合いによる蜜な地域を！

浅
あさみやすひこ

見裕彦

謹賀新年。有事
に対し、日々の
努力の積み重ね
が危機管理にお
いて大事であると痛感。

関
せ き ね

根 修
おさむ

謹賀新年。
新型コロナ感染
症に負けない
町、持続可能な
横瀬町を目指し、さらに努力します。

若
わかばやしせいへい

林清平

「一人の声を大
切に」をモットー
に、住みよい町
づくりを目指して
まいります。

宮
みやはら

原みさ子
こ

大変な時こそ議
会の存在が問
われます。皆様
の負託に応えら
れるよう発言していきます。

大
おお の

野伸
の ぶ え

恵



11月臨時会
[11/30 ]

12月定例会
[12/11-14 ]
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11
月
臨
時
会

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
奮
闘

し
て
い
る
職
員
に
対
し
、
一
時

金
０
・
05
月
を
削
減
す
る
こ

と
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与

改
定
で
あ
る
が
、
働
き
に
対

す
る
評
価
、
や
り
が
い
を
持

て
る
施
策
は
な
い
の
か
。

 

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス

の
観
点
か
ら
定
時
退
庁
、
年
休

の
計
画
的
取
得
、
共
済
事
業
の

充
実
に
努
め
て
い
る
。

 

ね
ぎ
ら
い
を
生
か
せ
る
施

策
は
、
働
き
が
い
の
担
保
と
し

て
、
人
事
・
処
遇
の
公
平
性
を

保
つ
こ
と
、
目
的
の
「
共
有
・

方
向
性
」
を
一
に
す
る
こ
と
と

し
て
進
め
る
。

賛
成
討
論　
浅
見
裕
彦
議
員

　
今
コ
ロ
ナ
の
中
で
奮
闘
し
て
い

る
職
員
の
労
苦
に
報
い
る
形
か

と
言
う
と
逆
向
で
あ
り
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
施
策
も
大

事
だ
と
考
え
る
。
横
瀬
町
職
員

及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
が
安

心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
改
善
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
を
要
請
し
賛
成
す
る
。

12
月
定
例
会

議
案
第
51
号
（
町
村
の
選
挙
に

お
け
る
公
営
拡
大
と
供
託
金
導

入
に
つ
い
て
の
条
例
制
定
）

 

選
挙
の
公
営

に
関

す
る
こ
と
だ
が
、
条
例
制
定

の
目
的
と
公
職
選
挙
法
の
一
部

改
正
の
概
要
は
。

 

町
村
の
候
補
者
に
関
す
る

改
善
で
あ
り
、
市
と
同
様
に
す

る
。
選
挙
運
動
用
自
動
車
、
ポ

ス
タ
ー
、
ビ
ラ
に
対
す
る
公
営

化
、
供
託
金
制
度
の
導
入
。

 
条
例
制
定
に
よ
り
取
り
入

れ
た
も
の
、
町
の
独
自
性
は
。

 
選
挙
運
動
用
自
動
車
、
ポ

ス
タ
ー
、
ビ
ラ
を
条
例
化
し
、

町
独
自
は
ポ
ス
タ
ー
作
成
枚
数

を
掲
示
場
数
の
１・１
倍
と
し

た
。 

供
託
金
制
度
が
導
入
と

な
る
が
、
没
収
の
対
象
と
な

る
得
票
数
は
。

 

議
会
議
員
に
つ
い
て
は
、

有
効
投
票
総
数
を
議
員
定
数

で
除
し
、
そ
の
１
割
未
満
。

議
案
第
52
号
（
国
民
健
康
保

険
税
に
お
け
る
軽
減
判
定
の
所

得
等
に
つ
い
て
の
条
例
改
正
）

 

説
明
の
中
で
一
定
の
給
与

所
得
者
と
あ
る
が
、
一
定
と
は

ど
の
程
度
を
示
す
の
か
。

 

給
与
等
の
収
入
が
55
万
円

以
下
、
年
金
収
入
の
場
合
60
万

円
以
下
、
公
的
年
金
で
65
歳
以

上
の
世
帯
は
１
１
０
万
円
以
下
。

 

軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
世
帯
は
、
ど
の
程
度
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

 

現
状
は
、７
割
軽
減
２
７
８

世
帯
、
５
割
軽
減
２
０
６
世
帯
、

２
割
軽
減
１
５
４
世
帯
。
今
後

は
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

議
案
第
53
号
（
横
瀬
町
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
）

 

横
瀬
町
で
必
要
な
、
放
課

後
児
童
支
援
員
の
数
は
。

 
学
童
保
育
室
50
人
定
員
で

２
単
位
な
の
で
、支
援
員
は
２
人

必
要
。現
在
研
修
修
了
者
は
４
名

い
て
、今
年
度
２
名
が
受
講
予
定
。

 

研
修
修
了
予
定
者
を
加

え
る
理
由
は
。

 

基
準
を
満
た
し
て
い
る
が
、

今
後
新
た
な
人
材
の
採
用
に
対

応
す
る
た
め
。

議
案
第
54
号　
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
5
号
）

 

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
委
託

実
証
運
行
の
実
施
時
期
は
。

 

２
月
１
日
か
ら
２
か
月
間

を
予
定
。

 

地
域
振
興
拠
点
施
設
改
修

工
事
の
予
定
す
る
工
事
概
要
は
。

 

体
験
交
流
施
設
の
厨
房
の

改
修
を
予
定
。
概
算
の
工
事
費

は
把
握
し
て
い
な
い
。

 

木
材
製
材
業
務
委
託
料
増

額
の
理
由
は
。

 

ヒ
ノ
キ
50
立
方
メ
ー
ト

ル
、
杉
60
立
方
メ
ー
ト
ル
で

費
用
２
６
４
０
万
円
。
販
売

は
原
木
４
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル
で
３
１
２
万
円
、
差
引

２
３
２
８
万
円
と
な
り
、
増
額

補
正
、
第
一
期
工
事
分
の
予
算
。

 

疾
病
予
防
対
策
事
業
費

（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
）の
内
訳
は
。

 

基
礎
疾
患
が
あ
る
65
歳
以

上
の
方
で
、
本
人
希
望
者
は
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
を
助
成
。
65
歳

以
上
の
２
％
50
人
を
見
込
む
。

議会はココに注目！
11 月臨時会、12 月定例会での主な質疑

選挙公営について
　令和２年 6 月、公職選挙法が改正され、選挙公営の範囲が拡大されました。お金のかからない選挙の
実現と候補者間の選挙運動の機会均等を図る観点から公費による選挙費用の負担により、候補者の個人
的な財力によって選挙に不公平が生じないようにという目的で考え出された制度です。
　今回の主な改正点は、町村の選挙における立候補に係る環境の改善のため、選挙公営の対象を市と同
様のものに拡大することで、町村議会議員選挙、町村長選挙においても、選挙運動用自動車の費用、選
挙ポスターの費用、ビラ頒布を解禁するとともに、公営対象拡大に伴う措置として供託金制度（町村議
員選挙）を導入することを目的として行われました。



知ってほしい！ 
知らせたい！ 議会活動あれこれ

令和２年11月臨時会・12月定例会
審議した議案とその結果

審
議
結
果

向
井
芳
文

黒
澤
克
久

阿
左
美
健
司

宮
原
み
さ
子

浅
見
裕
彦

新
井
鼓
次
郎

内
藤
純
夫

大
野
伸
恵

若
林
想
一
郎

関
根　

修

小
泉
初
男

若
林
清
平

11 月臨時会　町長提出議案　
改
正横瀬町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○
12 月定例会　町長提出議案
制
定

横瀬町議会議員及び横瀬町長の選挙における選挙運動の公営に関
する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ 欠 ○

改
正

横瀬町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ 欠 ○
横瀬町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ 欠 ○

令
和
２
年
度 

補
正
予
算

横瀬町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ 欠 ○
横瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ 欠 ○
横瀬町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ 欠 ○
横瀬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ 欠 ○
横瀬町下水道特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ 欠 ○
横瀬町浄化槽設置管理事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ 欠 ○

12 月定例会　議員提出議案
意
見
書

防災・減災、国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書につい
て 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ 欠 ○

賛成…○　反対…×　欠…欠席　除…除
じょせき

斥　 ※…議長
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4

全員協議会　11 月 12 日（木）14 時 30 分〜

（１）防災行政無線の音切れ
　防災行政無線戸別受信機の音切れに関する
調査、報告、及び対策について説明を受けま
した。電源系ノイズ障害にはフェライトコイ
ルを、外来ノイズ障害は外部アンテナ施工で
対応します。

（２）旧給食センター跡地の活用
　旧給食センターを撤去し、新型コロナウイ
ルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し
て、農業振興施策として、新しい加工品など
の開発拠点（68m3）を建設します。

横瀬町公共交通現況報告会　11 月 12 日（木）13 時 00 分〜

デマンド交通導入
　コミュニティバス運行
に関する課題、デマンド
乗合タクシーとの比較等
について説明を受けまし
た。実証運行を経て、デ
マンド乗合タクシーに移
行します。



一般質問とは、議員が政策提言も含めて町政全般に
ついて質問するものです。この議会だよりでは、議員
本人が執筆（要約）したものを掲載しています。

７人の議員が
登壇しました町に考えを問う

一 般 質 問

5
よこぜ議会ナビ 2021 年 冬号（令和２年12月定例会）

有
害
鳥
獣
被
害
の
現
状
と
今

後
の
被
害
拡
大
防
止
対
策
は
。

振
興
課
長　

令
和
元
年
度
の

有
害
鳥
獣
捕
獲
数
は
、
前
年
度
よ

り
増
加
し
て
お
り
、
作
物
の
被
害

は
減
少
し
て
い
る
。

　
町
で
行
っ
て
い
る
捕
獲
対
策
事

業
は
、
武
甲
猟
友
会
な
ど
関
係
各

位
の
お
か
げ
で
一
定
の
効
果
が
出
て

い
る
が
、
年
に
よ
っ
て
状
況
も
変

化
す
る
た
め
、
引
き
続
き
積
極
的

に
実
施
し
て
い
く
。

 

特
に
、
サ
ル
被
害
に
対
し
て
は
、

今
後
も
発
信
機
に
よ
る
行
動
域
の

分
析
な
ど
を
行
い
、
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
実
施
し
て
い
く
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者)

性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
た
ち
に
対

す
る
理
解
と
支
援
の
取
り
組
み
は
。

副
町
長　

差
別
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
に
、
理
解
と
知
識
を
広

げ
る
啓
発
教
育
活
動
を
今
後
も
継

続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
関
連
の

悩
み
や
不
安
を
解
消
す
べ
く
多
面

的
に
利
用
で
き
る
相
談
窓
口
に
つ

い
て
も
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

第
6
次
総
合
振
興
計
画
の
カ

ラ
フ
ル
タ
ウ
ン
を
目
指
す
た
め
に
、

何
が
必
要
で
ど
こ
ま
で
支
援
が
で

き
る
か
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

中
郷
６
区
地
内
で
民
泊
施
設

が
営
業
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
住
民

の
苦
情
等
が
あ
る
か
、
町
当
局
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

振
興
課
長　
６
月
頃
か
ら
始
ま

り
、
７
月
、
８
月
は
利
用
者
が
多
く
、

夜
９
時
以
降
、
ま
た
深
夜
ま
で
庭

先
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
の
飲
食
に

よ
る
騒
音
、
民
家
の
方
向
に
花
火
の

打
ち
上
げ
、
宿
泊
時
の
ゴ
ミ
処
理

等
の
迷
惑
行
為
が
苦
情
と
し
て
あ

る
。

　

町
は
、
住
民
に
事
実
確
認
し
、

指
導
・
監
督
機
関
で
あ
る
埼
玉
県

に
通
報
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
に

周
辺
住
民
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
伝

え
、
改
善
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
後
、

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
た
び
に
県
に

通
報
し
、
事
業
者
に
改
善
を
お
願

い
し
て
い
る
。
埼
玉
県
は
町
と
状
況

確
認
を
し
、
11
月
中
旬
に
立
ち
入

り
検
査
を
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
周
辺
住
民
よ
り
「
迷
惑
行
為
の

改
善
に
か
か
る
陳
情
書
」
が
10
月

30
日
に
61
名
の
署
名
を
添
え
提
出

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
真し
ん

摯し

に
受
け
止
め
、
住
民
の
方
々
が
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

い
く
。

　関
せ き ね

根　修
おさむ

議員が聞く！

民泊施設の営業で住環境の悪化

明るい未来を目指す取組を

　浅
あ さ み

見裕
やすひこ

彦議員が聞く！

社
会
的
弱
者
の
把
握
に
つ
い
て

住
民
税
等
未
納
者
の
う
ち
、

生
活
困
難
と
推
察
で
き
る
家
庭
の

把
握
と
対
応
は
。

税
務
会
計
課
長　
自
宅
訪
問
や

電
話
対
応
時
に
、
生
活
や
健
康
状
況

の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
困
窮
者
に

は
減
免
等
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
実
施
状
況
と
問
題
点
は
。

健
康
づ
く
り
課
長　
16
の
協
力

機
関
、
33
の
協
力
事
業
所
と
と
も
に
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
見
守
り
を
行
っ
て
い

る
。コロ
ナ
禍
で
訪
問
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。

「
登
校
で
き
な
い
」「
時
々
休
む
」

等
の
児
童
・
生
徒
の
実
態
と
対
応

状
況
は
。

教
育
長　
長
期
欠
席
児
童
生
徒

に
対
し
て
は
、
教
育
相
談
室
へ
の
登

校
、
担
任
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
家
庭
訪
問
な
ど
、一人一人
に

応
じ
て
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

困
難
家
庭
等
を
一
元
的
に
捉
え
、

支
え
合
い
を
強
め
る
た
め
、
庁
舎

内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発

足
し
て
、
情
報
共
有
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
皆
で
集
ま
り
議
論
す
る

場
を
つ
く
り
、
よ
り
よ
い
体
制
づ
く

り
に
努
め
る
。

支え合いを強め、住みよい町づくりを

　宮
みやはら

原みさ子
こ

議員が聞く！



計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
は
20

年
程
度
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成

が
必
要
と
言
わ
れ
て
き
た
。
今
回

作
成
さ
れ
る
が
、
横
瀬
町
の
課
題

と
は
何
か
。

　
住
宅
の
集
約
、
新
規
道
路
や
公

園
の
計
画
は
あ
る
か
。
計
画
策
定

に
は
住
民
の
意
向
調
査
・
周
知
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
う

行
う
の
か
。

建
設
課
長　

人
口
減
少
を
考

慮
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
が
課
題
。
住

宅
の
集
約
を
誘
導
す
る
整
備
地
区

を
位
置
付
け
し
た
。
新
規
道
路
と

し
て
仮
称
宮
地
横
瀬
線
を
構
想
に

入
れ
た
。

　
公
園
は
地
区
住
民
の
利
用
を
目

的
と
す
る
も
の
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。
地
区
説
明
会
等
で
住
民
の
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、
ど
の
よ

う
な
町
の
形
を
具
現
化
す
る
の
か
、

基
本
的
考
え
は
。

町
長　
人
口
減
少
に
対
応
で
き

る
町
づ
く
り
が
大
事
。
自
粛
生
活

を
経
験
し
、
自
然
環
境
が
大
事
と

再
認
識
し
た
。

　
屋
外
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
や
通
信
イ

ン
フ
ラ
等
充
実
し
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
し
た
い
。

　大
お お の

野伸
の ぶ え

恵議員が聞く！

どんなまちになるのかな？
子ども達が大人になるとき
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　大
お お の

野伸
の ぶ え

恵議員が聞く！

　黒
くろさわ

澤克
かつひさ

久議員が聞く！  

コ
ロ
ナ
禍
で
、
歳
入
も
不
確
定

だ
が
、
議
会
で
審
議
さ
れ
た
子
ど

も
懇
談
会
で
の
提
案
実
現
や
通
学

路
危
険
箇
所
の
解
消
は
。

ま
ち
経
営
課
長　
難
し
い
提
案

も
あ
る
が
、
実
現
可
能
な
も
の
は
実

施
す
る
よ
う
進
め
た
い
。

建
設
課
長　
歩
道
や
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
整
備
を
今
後
も
進
め
る
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
一
番
ニ
ー
ズ
の
高

い
「
子
連
れ
で
も
出
か
け
や
す
く
楽

し
め
る
場
所
」
の
視
察
な
ど
検
証
は
。

町
長　
長
瀞
町
の
新
し
い
公
園

や
秩
父
市
な
ど
を
視
察
し
た

懸
案
の
武
甲
山
登
山
口
の
ト
イ

レ
は
計
上
さ
れ
る
か
。

振
興
課
長　
予
備
設
計
等
に
着

手
し
た
。
財
源
の
確
保
に
向
け
調
査

し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
現
場
へ

の
支
援
策
は
。

副
町
長 

情
報
の
把
握
に
努
め
、

何
が
で
き
る
か
常
に
考
え
て
い
き
た

い
。地

籍
調
査
で
境
界
が
確
定
す
る

事
業
に
あ
わ
せ
、
４
メ
ー
ト
ル
未
満

の
道
路
の
拡
幅
計
画
を
し
な
い
か
。

建
設
課
長　
困
難
な
点
も
あ
る

が
、
進
め
て
い
き
た
い
。

駐
車
場
で
の
迷
惑
行
為
が
朝

の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
懸
念
し
て
い
た
こ
と
が
起
き

た
。
町
の
対
応
、
管
理
者
の
県
の

対
応
、
進
捗
状
況
は
。

振
興
課
長　

秩
父
警
察
署
で

は
、
引
き
続
い
て
道
の
駅
駐
車
場
内
、

そ
の
周
辺
の
取
り
締
ま
り
を
定
期

的
に
実
施
、
10
月
下
旬
に
は
町
担

当
者
と
の
対
策
会
議
を
開
催
し
現

場
の
共
有
や
情
報
共
有
、
具
体
的

な
対
応
策
等
に
つ
い
て
検
討
。
秩
父

県
土
整
備
事
務
所
で
は
駐
車
場
内

で
迷
惑
行
為
等
が
で
き
な
い
よ
う
、

路
面
に
凸
状
の
部
分
を
設
け
る
い
わ

ゆ
る
「
ハ
ン
プ
」
の
設
置
に
向
け
て

協
議
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い

た
。
そ
の
中
、
10
月
27
日
に
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
迷
惑
行
為
が
ア
ッ
プ
さ
れ
、

そ
れ
を
確
認
し
た
テ
レ
ビ
局
が
そ
の

映
像
を
10
月
28
日
に
放
送
。
そ
の

行
為
に
つ
い
て
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
確
認

し
、
直
ち
に
秩
父
県
土
整
備
事
務

所
へ
対
応
策
を
要
請
、
迷
惑
行
為

が
で
き
な
い
よ
う
10
月
29
日
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
柵
を
応
急
的
に
２
か

所
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に

11
月
上
旬
に
町
長
自
ら
秩
父
県
土

整
備
事
務
所
に
出
向
き
、
ハ
ン
プ
の

早
期
設
置
、
駐
車
場
内
の
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
を
要
請
し
た
。

今
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
、

横
瀬
小
・
中
学
校
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営

協
議
会
制
度
）
の
現
状
は
。

教
育
長　
小
・
中
学
校
と
も
に

こ
れ
ま
で
２
回
の
会
議
を
行
い
、
児

童
・
生
徒
の
状
況
、
学
校
教
育
、
家

庭
教
育
、
及
び
地
域
教
育
に
つ
い
て

の
様
々
な
意
見
が
出
た
。

こ
れ
ま
で
の
課
題
と
展
望
は
。

教
育
長　

熟
議
（
熟
慮
と
議

論
）
の
あ
り
方
や
、
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
の
実
現
が
課
題
。
今

後
は
、
そ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
す
る
と
と
も
に
、
学

校
応
援
団
と
の
連
携
強
化
、
小
・

中
学
校
合
同
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
く
。

熟
議
に
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
り
方
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
小
・
中
連
携
だ
け
で
な
く
幼

保
も
連
携
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

教
育
長　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
関
し
て
は
、
可
能
な
限
り
の
研

修
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
幼
保
・

小
・
中
の
連
携
は
、
委
員
に
幼
保
の

関
係
者
に
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

検
討
し
て
い
く
。

※
そ
の
他
、「
23
区
担
当
窓
口
」
に

つ
い
て
の
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

住民ニーズに沿う予算編成を

道の駅 駐車場迷惑行為について

「 地 域 」のちから

一般質問はじめ本会議における発言の全文は、図書館に置いてある会議録でご覧いただけます。　　パソコンやスマートフォンからご覧になる場合は、議会ホームページからアクセスしてください。

　向
む か い

井芳
よしふみ

文議員が聞く！
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予
算
編
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

ま
ち
経
課
長　

11
月
か
ら
事

業
の
実
施
計
画
策
定
。
12
月
に
国

の
動
向
、
財
政
見
通
し
を
考
え
て

予
算
編
成
方
針
を
各
課
に
示
し
た
。

１
月
に
各
課
が
、
枠
配
分
さ
れ
た

中
で
事
業
の
優
先
度
を
見
て
予
算

入
力
、
2
月
上
旬
に
必
要
性
、
妥

当
性
等
の
観
点
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

2
月
中
旬
に
予
算
案
を
編
成
す
る
。

枠
配
分
方
式
で
い
い
こ
と
、
悪

か
っ
た
こ
と
は
。
き
ち
ん
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
て
精
査
し
て
い
る
か
。

町
長　
枠
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
各
課
の
裁
量
で
決
め
ら
れ
、
現

場
の
創
意
工
夫
、
ニ
ー
ズ
が
反
映

さ
れ
る
。
反
面
、
現
場
に
任
せ
ら

れ
る
の
で
町
長
の
か
か
わ
り
が
少

な
く
な
る
。
案
件
に
よ
っ
て
は
精

査
が
足
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

子
育
て
支
援
の
今
後
の
重
点

策
は
。子

育
て
支
援
課
長　
子
育
て

を
孤
立
さ
せ
な
い
た
め
、
特
に
相

談
事
業
は
多
く
の
方
に
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

町
長　

引
き
続
き
切
れ
目
の

な
い
子
育
て
支
援
体
制
を
つ
く
っ

て
い
く
。
役
場
内
の
課
を
超
え
た
、

福
祉
関
係
の
グ
ル
ー
プ
の
再
編
を

検
討
す
る
。

　阿
あ さ み

左美健
け ん じ

司議員が聞く！

課題解決のために

一般質問はじめ本会議における発言の全文は、図書館に置いてある会議録でご覧いただけます。　　パソコンやスマートフォンからご覧になる場合は、議会ホームページからアクセスしてください。

トイレ内手洗い場の自動水栓化を提言
　横瀬小学校校舎整備事業特別委員会を 11 月16 日と12 月７日の２
日間開催いたしました。
　委員会では、横瀬産木材の使用、予算、非常階段（連絡橋）、ワー
クテラス等について、多岐にわたり議論いたしました。　　
　当委員会としては、このまま進めていくということを確認するととも
に、感染症対策の一環として「トイレ内手洗い場の自動水栓化を求め
る提言書」を町長に提出いたしました。

委 会 ら 告 ま員 か 報 し す 横瀬小学校校舎整備事業
　　　　　　特別委員会

　 ＊ 広 ＊ 報 ＊ 委 ＊ 員 ＊ の ＊ よ ＊ こ ＊ ぜ ＊ 取 ＊ 材 ＊ 紀 ＊ 行 ＊　

　第 1 回の講義は武甲山の成り立ちでした。今回は生物
や植物の多様性あふれる秩父で、特に石灰岩特殊植物
群についての講義でした。
　100 年先の未来を見据えチチブイワザクラやミヤマス
カシユリの野生復帰を目指していきたいとの興味深いお
話でした。
　横瀬町には 49 件の文化財もあります。遠くに行けな
い現在ですが、町内にも見どころはたくさんあるんですね。

武甲山の自然史（２）
～持続可能な社会に向けて～
歴史民俗資料館　土曜ミュージアムトーク

（Ｎ．Ｏ）（Ｍ．Ｍ）

横瀬町は東北や九
州、富士火山帯な
どの生物多様性の
ある地域とのこと。
人も自然も多様性
が大事なんですね。

横浜国大の学生さ
んが「横瀬町の花」
を研究してくれて
いて嬉しく思いまし
た。



詳細は横瀬町議会ホームページをご覧いただくか
議会事務局 TEL 25-0119 にお問合せください

次の定例会は
３月上旬 開会予定

本会議は
どなたでも
傍聴できます♪
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コロナはどこまで人 の々絆を引き裂くのか！　
対面で会えないうちに、どんどん距離が離れ
ていくような気がします。満足感や達成感は、
人との関係性の中で生まれるものばかりです。
消費もそうです。早くコロナが終息し、以前
のような笑い声と笑顔が戻ってくることを、心
からお祈り申し上げます。（Ｙ・M）

編集を終えて

吉祥山大忠院は横瀬町横瀬 1399 苅米
（４区）地内にあり、1500 年代後期安
土桃山時代に善庵良置が開山しまし
た。宗派は曹洞宗、本尊は准胝観世音
菩薩であり、仏の母といわれ母性を象
徴する安産・子授けの観音菩薩が祭ら
れています。毎年お釈迦様の誕生日花
まつりが開催され横瀬町保育所の子ど
もたちが参加しています。

　　   表紙 “クイズ de よこぜ ”
　　   こたえは……

「大忠院」

「町の文化財をみんなで守ろう！」
総務文教厚生常任委員会

（1）所管事務調査は、横
瀬町の文化財保護の現状
と課題について、教育次
長より説明を受け、各委
員からは文化財後継者の
養成について、歴史民俗
資料館の今後の運用と資

料の管理保存に関すること等の質疑がありました。
（2）教育委員会報告を教育長より受けました。
（3）委員会終了後、歴史民俗資料館の視察を行いました。

「横瀬町の空き家の現状」産業建設常任委員会
今回のテーマは「空き家
の現状と今後の対策につ
いて」。
町の空き家の現状に関す
ること、町の役割に関する
こと、特定空家の判断基
準と具体的な取組に関す
ること、役場の相談体制

に関すること及び今後の運用に関すること等の質疑がありま
した。情報提供よろしくお願いいたします !
委員会終了後、災害復旧現場を視察しました。

「議会の役割・機能が理解される企画」
広報常任委員会

町民の皆さんが、読みやすく、読みたくなる紙面づくりに心
がけて編集しています。議会でどんなことが議論されている
か、執行部を監視する機能が果たせているかを紙面を通じ
てより解りやすく伝えようと表現を工夫しています。

「議会改革調査研究特別委員会中間報告」
秩父広域市町村圏組合

秩父広域市町村圏組合議会の議会改革調査研究特別委員
会において、
①議会開催場所については秩父市の議場を使用する。
②２月定例会の開催日数を１日から２日とすること。
を決定しました。
今後も改革に向けて話し合いを継続します。


